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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線移動通信システムの移動性管理エンティティー（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅ
ｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ、ＭＭＥ）でゲートウェイ（Ｇａｔｅｗａｙ、ＧＷ）選択方法に
おいて、
　ホーム基地局（Ｈｏｍｅ　ｅｖｏｌｖｅｄ　ｎｏｄｅＢ、ＨｅＮＢ）から端末に関連す
る連結設定のための第１のメッセージを受信する段階と、
　ホーム加入者サーバ（ｈｏｍｅ　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｓｅｒｖｅｒ、ＨＳＳ）から
獲得した加入者情報に基づいて前記端末が提供したアクセスポイントネーム（Ａｃｃｅｓ
ｓ　Ｐｏｉｎｔ　Ｎａｍｅ、ＡＰＮ）に対する地域経路最適化が許容され、前記第１のメ
ッセージが前記ＨｅＮＢに位置するゲートウェイアドレスを含んでいる場合、前記ＨｅＮ
Ｂに位置するゲートウェイアドレスを使用してゲートウェイを選択する段階とを含む
　ことを特徴とする選択方法。
【請求項２】
　前記第１のメッセージに基づいて前記ＨｅＮＢが前記ＨｅＮＢを通じた直接連結を支援
しない場合、前記第１のメッセージに応答して前記ＭＭＥが前記端末に拒絶メッセージ（
ｒｅｊｅｃｔ　ｍｅｓｓａｇｅ）を伝送する段階をさらに含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の選択方法。
【請求項３】
　前記ＨｅＮＢに位置するゲートウェイアドレスは、アップリンク伝送を通じて伝達され
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るＳ１メッセージに含まれる
　ことを特徴とする請求項１に記載の選択方法。
【請求項４】
　前記第１のメッセージは、初期ＵＥメッセージ（Ｉｎｉｔｉａｌ　ＵＥ　Ｍｅｓｓａｇ
ｅ）を含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の選択方法。
【請求項５】
　前記連結設定が、地域経路最適化を許容するように設定され、前記第１のメッセージが
前記ＨｅＮＢに位置するゲートウェイアドレスを含まない場合、前記第１のメッセージに
基づいて前記連結設定を拒絶（ｒｅｊｅｃｔ）する段階をさらに含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の選択方法。
【請求項６】
　前記加入者情報は、ＡＰＮに対応するパケットデータネットワーク（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄ
ａｔａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ、ＰＤＮ）情報を含み、
　前記選択方法は、
　前記加入者情報に基づいて前記端末から受信したＡＰＮに対応するＰＤＮに連結を生成
する段階をさらに含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の選択方法。
【請求項７】
　無線移動通信システムのホーム基地局（Ｈｏｍｅ　ｅｖｏｌｖｅｄ　ｎｏｄｅＢ、Ｈｅ
ＮＢ）でゲートウェイ（Ｇａｔｅｗａｙ、ＧＷ）選択支援方法において、
　端末（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、ＵＥ）から前記端末に関連する連結設定のため
の第１のメッセージを受信する段階と、
　前記第１のメッセージを移動性管理エンティティー（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅ
ｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ、ＭＭＥ）に伝達する段階とを含み、
　ホーム加入者サーバ（ｈｏｍｅ　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｓｅｒｖｅｒ、ＨＳＳ）から
獲得した加入者情報に基づいて前記端末が提供したアクセスポイントネーム（Ａｃｃｅｓ
ｓ　Ｐｏｉｎｔ　Ｎａｍｅ、ＡＰＮ）に対する地域経路最適化が許容され、前記第１のメ
ッセージが前記ＨｅＮＢに位置するゲートウェイアドレスを含んでいる場合、前記ＨｅＮ
Ｂに位置するゲートウェイアドレスを使用して前記連結設定に関連するゲートウェイが選
択される
　ことを特徴とする選択支援方法。
【請求項８】
　前記第１のメッセージに基づいて前記ＨｅＮＢが前記ＨｅＮＢを通じた直接連結を支援
しない場合、前記第１のメッセージに応答して拒絶メッセージ（ｒｅｊｅｃｔ　ｍｅｓｓ
ａｇｅ）を受信する段階をさらに含む
　ことを特徴とする請求項７に記載の選択支援方法。
【請求項９】
　前記ＨｅＮＢに位置するゲートウェイアドレスは、アップリンク伝送を通じて伝達され
るＳ１メッセージに含まれる
　ことを特徴とする請求項７に記載の選択支援方法。
【請求項１０】
　前記第１のメッセージは、初期ＵＥメッセージ（Ｉｎｉｔｉａｌ　ＵＥ　Ｍｅｓｓａｇ
ｅ）を含む
　ことを特徴とする請求項７に記載の選択支援方法。
【請求項１１】
　前記連結設定が、地域経路最適化を許容するように設定され、前記第１のメッセージが
前記ＨｅＮＢに位置するゲートウェイアドレスを含まない場合、前記第１のメッセージに
基づいて前記連結設定が拒絶（ｒｅｊｅｃｔ）される
　ことを特徴とする請求項７に記載の選択支援方法。
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【請求項１２】
　前記加入者情報は、ＡＰＮに対応するパケットデータネットワーク（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄ
ａｔａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ、ＰＤＮ）情報を含み、
　前記加入者情報に基づいて前記端末から受信したＡＰＮに対応するＰＤＮに連結が生成
される
　ことを特徴とする請求項７に記載の選択支援方法。
【請求項１３】
　無線通信システムでゲートウェイ（Ｇａｔｅｗａｙ、ＧＷ）を選択する装置において、
　信号を送受信する送受信部と、
　前記送受信部を制御し、ホーム基地局（Ｈｏｍｅ　ｅｖｏｌｖｅｄ　ｎｏｄｅＢ、Ｈｅ
ＮＢ）から端末に関連する連結設定のための第１のメッセージを受信し、ホーム加入者サ
ーバ（ｈｏｍｅ　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｓｅｒｖｅｒ、ＨＳＳ）から獲得した加入者情
報に基づいて前記端末が提供したアクセスポイントネーム（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ　
Ｎａｍｅ、ＡＰＮ）に対する地域経路最適化が許容され、前記第１のメッセージが前記Ｈ
ｅＮＢに位置するゲートウェイアドレスを含んでいる場合、前記ＨｅＮＢに位置するゲー
トウェイアドレスを使用してゲートウェイを選択する制御部とを含む
　ことを特徴とする装置。
【請求項１４】
　前記制御部は、前記第１のメッセージに基づいて前記ＨｅＮＢが前記ＨｅＮＢを通じた
直接連結を支援しない場合、前記第１のメッセージに応答して前記端末に拒絶メッセージ
（ｒｅｊｅｃｔ　ｍｅｓｓａｇｅ）を伝送する
　ことを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記ＨｅＮＢに位置するゲートウェイアドレスは、アップリンク伝送を通じて伝達され
るＳ１メッセージに含まれる
　ことを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　前記第１のメッセージは、初期ＵＥメッセージ（Ｉｎｉｔｉａｌ　ＵＥ　Ｍｅｓｓａｇ
ｅ）を含む
　ことを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１７】
　前記制御部は、前記連結設定が、地域経路最適化を許容するように設定され、前記第１
のメッセージが前記ＨｅＮＢに位置するゲートウェイアドレスを含まない場合、前記第１
のメッセージに基づいて前記連結設定を拒絶（ｒｅｊｅｃｔ）する
　ことを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１８】
　前記加入者情報は、ＡＰＮに対応するパケットデータネットワーク（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄ
ａｔａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ、ＰＤＮ）情報を含み、
　前記制御部は、前記加入者情報に基づいて前記端末から受信したＡＰＮに対応するＰＤ
Ｎに連結を生成する
　ことを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１９】
　無線移動通信システムでゲートウェイ（Ｇａｔｅｗａｙ、ＧＷ）選択支援装置において
、
　信号を送受信する送受信部と、
　前記送受信部を制御し、端末（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、ＵＥ）から前記端末に
関連する連結設定のための第１のメッセージを受信し、前記第１のメッセージを移動性管
理エンティティー（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ、ＭＭＥ）
に伝達する制御部とを含み、
　ホーム加入者サーバ（ｈｏｍｅ　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｓｅｒｖｅｒ、ＨＳＳ）から
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獲得した加入者情報に基づいて前記端末が提供したアクセスポイントネーム（Ａｃｃｅｓ
ｓ　Ｐｏｉｎｔ　Ｎａｍｅ、ＡＰＮ）に対する地域経路最適化が許容され、前記第１のメ
ッセージが前記無線移動通信システムのホーム基地局（Ｈｏｍｅ　ｅｖｏｌｖｅｄ　ｎｏ
ｄｅＢ、ＨｅＮＢ）に位置するゲートウェイアドレスを含んでいる場合、前記ＨｅＮＢに
位置するゲートウェイアドレスを使用して前記連結設定に関連するゲートウェイが選択さ
れる
　ことを特徴とする選択支援装置。
【請求項２０】
　前記制御部は、前記第１のメッセージに基づいて前記ＨｅＮＢが前記ＨｅＮＢを通じた
直接連結を支援しない場合、前記第１のメッセージに応答して拒絶メッセージ（ｒｅｊｅ
ｃｔ　ｍｅｓｓａｇｅ）を受信する
　ことを特徴とする請求項１９に記載の選択支援装置。
【請求項２１】
　前記ＨｅＮＢに位置するゲートウェイアドレスは、アップリンク伝送を通じて伝達され
るＳ１メッセージに含まれる
　ことを特徴とする請求項１９に記載の選択支援装置。
【請求項２２】
　前記第１のメッセージは、初期ＵＥメッセージ（Ｉｎｉｔｉａｌ　ＵＥ　Ｍｅｓｓａｇ
ｅ）を含む
　ことを特徴とする請求項１９に記載の選択支援装置。
【請求項２３】
　前記連結設定が、地域経路最適化を許容するように設定され、前記第１のメッセージが
前記ＨｅＮＢに位置するゲートウェイアドレスを含まない場合、前記第１のメッセージに
基づいて前記連結設定が拒絶（ｒｅｊｅｃｔ）される
　ことを特徴とする請求項１９に記載の選択支援装置。
【請求項２４】
　前記加入者情報は、ＡＰＮに対応するパケットデータネットワーク（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄ
ａｔａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ、ＰＤＮ）情報を含み、
　前記ＭＭＥは、前記加入者情報に基づいて前記端末から受信したＡＰＮに対応するＰＤ
Ｎに連結を生成する
　ことを特徴とする請求項１９に記載の選択支援装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信分野に関し、さらに詳細には、ＨｅＮＢ地域経路最適化を支援するため
のパケットデータ網ゲートウェイ（ＰＤＮ ＧＷ）選択方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＳＡＥシステムの構造が図１に示されている。以下、図１のＳＡＥシステムの構造を説
明する。
　ユーザ端末（ＵＥ）１０１は、データを受信するための端末装置である。ＥＵＴＲＡＮ
１０２は、マクロ基地局（ｅＮＢ）を含み、ＬＴＥ移動電話のための無線網接続インター
フェースを提供し、移動性管理装置（ＭＭＥ）１０３とユーザ平面装置であるサービング
ゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ）にインターフェースＳ１を介して連結されている進化したシス
テムＳＡＥの無線接続網である。ＭＭＥ１０３端末の移動状況（ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｎｔ
ｅｘｔ）、セッション状況、また、ユーザ保安情報管理を担当する。サービングゲートウ
ェイ１０４は、、ユーザ平面での機能を提供する。Ｓ１－ＭＭＥインターフェースは、端
末のための無線接続ベアラー生成と無線接続網を介したＵＥからＭＭＥへのメッセージ伝
達を担当する。ＭＭＥ１０３とサービングゲートウェイ１０４の結合機能は、本来の汎用
パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）１０５の機能と類似している。また、ＭＭＥとサービ
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ングゲートウェイがいずれも同一の物理的装置に位置することができる。パケットデータ
網ゲートウェイ（ＰＤＮ ＧＷ）１０５は、費用処理及び合法的聞き取り（ｌｅｇａｌ　
ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ）のような機能を担当する。サービングゲートウェイとＰＤＮ ＧＷ
がいずれも同一の物理的装置に位置することができる。ＳＧＳＮ１０８は、現存ＵＭＴＳ
でのデータ伝送のためのラウティングを提供する。現在のＳＧＳＮは、アクセスポイント
名称（ＡＰＮ）によって対応するゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）を探
索する。ＨＳＳ１０９は、加入者のためのホーム加入者下位システムであって、ＵＥの現
在位置、サービングノードのアドレス、加入者保安情報、ＵＥの活性パケットデータプロ
トコル（ＰＤＰ）状況などの加入者情報を管理する。ＰＣＲＦ１０６は、Ｓ７インターフ
ェースを介してＱｏＳ政策と課金規則を提供する。
【０００３】
　図２に示されたように、現在のＨｅＮＢシステムは、ＥＵＴＲＡＮ１０２に存在する。
現在のＨｅＮＢシステムは、２つの可能な構造を有する。１つは、別途の接続装置として
ＥＵＴＲＡＮに存在するものであり、他の１つは、接続装備ＨｅＮＢとＨｅＮＢ ＧＷの
２つの装備であって、ＥＵＴＲＡＮシステム内に存在するものである。ＨｅＮＢ ＧＷは
、小さい装備であり、多数のＨｅＮＢを管理するために使用される。コア網の観点から、
ＨｅＮＢとＨｅＮＢ ＧＷは、現在のｅＮＢとして見なされることができるが、ＨｅＮＢ 
ＧＷまたは、ＨｅＮＢからコア網へのインターフェースは、現在のＳＡＥシステムのそれ
と同一である。ＨｅＮＢは、加入者の家庭に設置される。ＨｅＮＢ ＧＷがＨｅＮＢシス
テム内に存在すれば、それは、運営者の網に設置される。
【０００４】
　ＨｅＮＢは、或るコア網ノードを介してではなく、端末のＨｅＮＢを介した直接インタ
ーネット接続及び端末のＨｅＮＢを介した加入者宅内の他の電子装備に対する直接接続を
含む地域経路最適化機能を支援する。これは、加入者データの経路を低減するのに有利で
ある。ＨｅＮＢ ＧＷが存在すれば、地域経路最適化機能もＨｅＮＢを介してインターネ
ットに接続される。ＨｅＮＢ ＧＷを介して固定された網の資源を浪費する必要がない。
【０００５】
　ＨｅＮＢ地域経路最適化機能を支援するため、現在のＨｅＮＢシステム構造は、改善す
る余地がある。多様な可能性が存在するので、その構造は、まだ決定されていないし、一
部の基本的な原理だけが決定された状態であり、これには、ＨｅＮＢがＰＤＮ ＧＷの機
能を有する必要があるということ（ＨｅＮＢ上のＰＤＮ ＧＷ、以下、略記してＰＤＮ Ｇ
Ｗｈという）も含まれる。しかし、地域経路最適化サービスが活性化されれば、ＭＭＥは
、ＰＤＮ ＧＷを探索するための現在の方法によってＨｅＮＢ上のＰＤＮ ＧＷへの経路を
正確に捜すことができない。したがって、本発明は、ＰＤＮ ＧＷを探索するための効果
的な方法を提案する。
【０００６】
　ＨｅＮＢ地域経路最適化機能を支援するために、次のような様々な可能性が存在する。
　可能性１：ＨｅＮＢ網装置は、サービングＧＷとＰＤＮ ＧＷの機能を備える必要があ
る。端末が他の非－地域経路最適化サービスを活性化する場合、このサービスがコア網装
備を通過する間、ＨｅＮＢ上のサービングＧＷではなく、コア網のサービングＧＷを通過
することができるように要請するユーザ平面ラウティングが必要である。このような状況
で、同一のＵＥに対して２つのサービングＧＷが網に存在する。
　可能性２：ＨｅＮＢ網装置がＳ－ＧＷとＰＤＮ ＧＷの機能を有し、ＵＥが或る他の非
－地域経路最適化サービスを活性化する必要がある時、このサービスがコア網装備を通過
する間、ＨｅＮＢ上のＳ－ＧＷを通過するように要求するユーザ平面ラウティングが必要
である。
　可能性３：このＨｅＮＢ網装置がＳ－ＧＷ、ＰＤＮ ＧＷ、そしてＭＭＥの機能を備え
ている。この場合、地域経路最適化サービスが活性化されれば、制御平面のシグナリング
が運営者網のＭＭＥに伝達される必要がない。このような状況で、ユーザ平面のデータ経
路を低減することはもちろん、制御平面のシグナリングをも低減するようになる。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　前述した可能性と関連して、どのようにしてＭＭＥがＰＤＮ ＧＷのアドレスを正確に
捜すことができるかに対する問題がある。本特許出願は、本発明の一実施例として可能性
１だけを勘案する。他の可能な構成もやはり特許出願に含まれた方法を適用することがで
きる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、ＨｅＮＢシステムでＰＤＮ ＧＷ探索を支援する方法を提供するためのもの
である。
　ＰＤＮ ＧＷ選択サポート方法は、次のように、
　ＭＭＥが地域経路最適化サービス要請情報を受信する段階と；
　ＭＭＥがＰＤＮ ＧＷｈのＩＰアドレスによって地域経路最適化を支援するＰＤＮ ＧＷ
のＩＰアドレスを探索する段階と；
　ＭＭＥがベアラー要請設定メッセージをＰＤＮ ＧＷｈに伝送する段階と；を含む。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の方法により、ＨｅＮＢシステムが地域経路最適化を提供する間、コア網装備が
ＰＤＮ ＧＷを正確だ捜すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】ＳＡＥシステムの網構造を示す図である；
【図２】ＨｅＮＢシステムの網構造を示す図である；
【図３】第１実施例を示す図である：ＰＤＮ連結設定過程；
【図４】第２実施例を示す図である：ＰＤＮ連結設定過程；
【図５】第３実施例を示す図である：ＨｅＮＢ活性化過程；
【図６】第４実施例を示す図である：ＰＤＮ連結設定過程；
【図７】第５実施例を示す図である：初期接続過程；
【図８】第６実施例を示す図である：ＰＤＮ連結設定過程；
【図９】第７実施例を示す図である：ＰＤＮ連結設定過程；
【図１０】第８実施例を示す図である：ＰＤＮ連結設定過程；
【図１１】第８実施例を示す図である：Ｓ１設定過程；
【図１２】第８実施例を示す図である：ＰＤＮ連結設定過程。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の第１実施例において、ＵＥは、地域経路最適化サービス設定を要請し、ＵＥ要
請のＰＤＮ連結手続が図３に示されている。
　以下、図面を参照して詳しく説明する。ここで、本発明と関係ない技術の詳細な説明は
省略される。
　３０１．ＲＲＣ連結設定手続
　３０１ａ．ＵＥは、上向きリンク直接伝送を通じてＨｅＮＢにＮＡＳメッセージを伝送
する。
【００１２】
　３０２．ＨｅＮＢが上向きリンク直接伝送を通じてＨｅＮＢ ＧＷにＳ１メッセージを
伝送し、ここで、このメッセージは、ＰＤＮ ＧＷｈまたは、Ｓ－ＧＷｈとＰＤＮ ＧＷｈ
（Ｓ－ＧＷｈとＰＤＮ ＧＷｈは、ＨｅＮＢ上に位置するＳ－ＧＷとＰＤＮ ＧＷを示し、
コア網がＳ－ＧＷとＰＤＮ ＧＷとに区別される）のアドレス情報を含まなければならな
い。さらに、このメッセージは、ＨｅＮＢが地域経路最適化を支援するかに関する情報を
も含む。
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　もしＭＭＥが地域経路最適化サービス活性化前に、網接続過程で初期ＵＥメッセージを
通じてＰＤＮ ＧＷｈまたは、Ｓ－ＧＷｈとＰＤＮ ＧＷｈのアドレスとＨｅＮＢが地域経
路最適化を支援するかに関する情報を要求すれば、上向きリンク直接伝送を介した情報は
、ＰＤＮ ＧＷｈあるいは、Ｓ－ＧＷｈとＰＤＮ ＧＷｈのアドレスとＨｅＮＢが地域経路
最適化を支援するか否かに関する情報を含む必要がない。
【００１３】
　３０３．ＨｅＮＢ ＧＷは、上向きリンク直接伝送を通じてＭＭＥにＳ１メッセージを
伝送し、ここで、このメッセージは、ＰＤＮ ＧＷｈのアドレス情報を含まなければなら
ない。ＨｅＮＢは、自分が地域経路最適化を支援するかに関する情報をＭＭＥに報告する
。
　３０４．ＵＥのために、ＭＭＥは、Ｓ１連結が成功的に設定された後、ＮＡＳメッセー
ジの形態でＰＤＮ連結設定要請を受信する。このメッセージは、ＵＥによって要請された
ＡＰＮ情報を含む。ＮＡＳメッセージ形態のＰＤＮ連結設定要請は、地域経路最適化を活
性化するための要請メッセージとして機能する。
【００１４】
　ＭＭＥは、ＵＥの加入者情報を格納していて、これには、ＡＰＮとＰＤＮ ＧＷ ＩＤ情
報が含まれる。ＵＥによって要請されたＡＰＮ情報は、地域経路最適化のようなＵＥによ
って要請されたサービスの形態を含む。ＭＭＥは、ＵＥの加入情報によって要請されたＡ
ＰＮを確認し、ＵＥの加入情報が地域経路最適化サービスを含めば、ＰＤＮ ＧＷアドレ
ス探索を開始する。そうでなければ、ＭＭＥは、ＰＤＮ連結要請を拒絶し、認証に失敗す
れば、次の手続を停止する。ＭＭＥがＵＥの要請に対してＰＤＮ連結を許可するか否かを
決定する他の方法は、：ＵＥがＨｅＮＢグループの一員であり、ＨｅＮＢが地域経路最適
化サービスを支援することができる場合にのみ、ＵＥは、地域経路最適化サービスに接続
が許可されるようにする。また、ＭＭＥは、ＵＥが他の方式で地域経路最適化サービスに
支援したか否かを確認することができれば、これも本発明に適用されることができる。Ｕ
Ｅが要請したサービスが地域経路最適化サービスであることから、ＭＭＥは、ＰＤＮ Ｇ
Ｗ ＩＤ＋ＡＰＮ式でＵＥに対する適当なＰＤＮ ＧＷを探索する必要がないが、Ｓ１メッ
セージに伝達されるＰＤＮ ＧＷｈのアドレスを通じてこれを行うことができる。
【００１５】
　本発明の一実施例において、ＨｅＮＢが地域経路最適化を支援しない場合、ＭＭＥは、
（図９に示された実施例のように）ＵＥによって伝達された地域経路最適化要請処理を拒
否するという点に注目されたい。本発明の他の実施例において、ＭＭＥは、ＵＥが（地域
経路最適化なしにコア網を通じて通信する）一般サービスモードで要請したサービスに対
してベアラーを生成する。
　もしＰＤＮ連結要請がＡＰＮ情報を含まない場合、ＭＭＥは、格納された基本ＡＰＮ情
報によってＵＥのために適当なＰＤＮ ＧＷを探索する。そうでなければ、ＭＭＥは、一
般的な手続によってＰＤＮ ＧＷアドレスを探索する。
　３０５　ＭＭＥは、ＰＤＮ ＧＷｈのアドレスによってＰＤＮ ＧＷｈにデフォルトベア
ラー生成要請メッセージを伝送する
　その後のすべての手続は、現行手続と同一なので、詳しく説明しない。
【００１６】
　本発明の第２実施例においては、端末が地域経路最適化サービス設定を要請及びＵＥに
よって要請されたＰＤＮ連結を示す。本発明と関連しない技術に対する詳細な説明は、図
４で省略される。
　４０１．ＲＲＣ連結設定手続
　４０１ａ．ＵＥは、上向きリンク直接伝送を通じてＨｅＮＢにＮＡＳメッセージを伝送
する
　４０２．ＨｅＮＢは、上向きリンク直接伝送を通じてＨｅＮＢにＳ１メッセージを伝送
し、このメッセージは、ＨｅＮＢが地域経路最適化を支援するかに関する情報を含む。Ｈ
ｅＮＢ ＧＷがない場合、ＨｅＮＢは、ＭＭＥに直接当該メッセージを伝送する。
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　４０３．ＨｅＮＢは、上向きリンク直接伝送を通じてＭＭＥにＳ１メッセージを伝送し
、ＨｅＮＢは、自分が地域経路最適化を支援することができるか否かをＭＭＥに報告する
。
【００１７】
　４０４．端末のために、ＭＭＥは、Ｓ１連結が成功的に設定された後、ＮＡＳ形態でＰ
ＤＮ連結設定要請を受信する。このメッセージは、ＵＥが要請したＡＰＮ情報を含むこと
もできる。
　４０５．ＨＳＳに格納された加入情報は、ＡＰＮと対応するＰＤＮ ＧＷ ＩＤとを含む
。サービス運営者は、地域経路最適化サービスに対応し、ＨｅＮＢに格納されているＡＰ
ＮのＰＤＮ ＧＷ ＩＤ内のＰＤＮ ＧＷｈのＩＰアドレスを直接設定するために、または
、ＵＥが地域経路最適化サービスに加入したら、ＨｅＮＢの署名された加入者のために他
の形態の加入者情報内に存在するＳ－ＧＷとＰＤＮ ＧＷｈを格納するために選択するこ
とができる。ＭＭＥは、ＨＳＳからＭＭＥが適当なＰＤＮ ＧＷを選択する間、他の加入
者情報のＨＳＳまたはＳ－ＧＷｈ／ＰＤＮ ＧＷｈから獲得したＰＤＮ ＩＤ内に含まれた
ＰＤＮ ＧＷｈＩＰアドレスによってＰＤＮ ＧＷｈを直接探索することができる。
【００１８】
　本発明の一実施例において、（図９に示された実施例のように）ＨｅＮＢが地域経路最
適化を支援しなければ、ＭＭＥは、ＵＥによって要請された地域経路最適化の活性化要請
処理を拒絶するという点に注目されたい。本発明の他の実施例において、ＭＭＥは、一般
サービスモードでＵＥによって要請されたサービスのためのベアラーを設定する。
　以下の手続は、第１実施例の手続と同一である。
【００１９】
　本発明の第３実施例の電源活性化（ｐｏｗｅｒ－ｏｎ）手続は、図５に示された通りで
ある。以下、図面を参照して詳しく説明する。本発明と関係ない技術に対する詳細な説明
は、ここでは省略される。
　５０１．ＨｅＮＢは、電源活性化後に、保安ゲートウェイと直接保安トンネルを設定し
、保安ゲートウェイは、トンネル生成後、ＨｅＮＢにＩＰアドレスを割り当て、ここで、
ＩＰアドレスは、運営者網の内部ＩＰアドレスであり、外部装備によって接近されること
ができない。
　５０２．ＨｅＮＢは、自分のＨｅＮＢ管理システム（ＨＭＳ）と相互情報を交換し、Ｈ
ＭＳは、ＨｅＮＢを検証し、成功的に認証されれば、認証されたＨｅＮＢのための設定パ
ラメータを提供し、ＨｅＮＢのための適当なＨｅＮＢ ＧＷを探索する。ＨＭＳは、この
過程中に他の運営者管理維持（ＯＡＭ）装備を通じてＨｅＮＢのために割り当てられたＳ
－ＧＷｈ／ＰＤＮ ＧＷｈＩＰアドレスを獲得することができる。ＭＭＥは、このＨｅＮ
Ｂのために対応する割り当てられたＳ－ＧＷｈ／ＰＤＮ ＧＷｈＩＰアドレスを格納しな
ければならない。
　５０３．ＨｅＮＢの登録手続
【００２０】
　本発明の第４実施例は、ＵＥが地域経路最適化サービス設定を要請する過程とＵＥによ
って要請されたＰＤＮ連結を示す。図６に示されたように、本発明の関係ない技術に対す
る詳細な説明は、以下省略される。
　６０１－６０４段階は、第２実施例の対応段階と同一である。
　ＭＭＥは、地域経路最適化サービスを支援するＨｅＮＢと事前設定されたＰＤＮ ＧＷ
ｈのＩＰアドレスの間の対応関係を格納し、ここで、ＨｅＮＢの識別子は、ＨｅＮＢ Ｉ
Ｄまたは、ＣＳＧ ＩＤであることができ、または、ＩＰアドレスなどの情報になること
ができ、但し、このようなＩＤだけがＨｅＮＢを識別することができる。ＨｅＮＢの電源
活性化及び登録過程で、ＭＭＥは、保安ゲートウェイと他の装備にＯＡＭ装備などを通じ
て事前設定されたＰＤＮ ＧＷｈ／Ｓ－ＧＷｈアドレスを通知し、ＭＭＥに事前設定され
たアドレスが地域経路最適化サービスが活性化されている間、ＵＥにサービスを提供する
Ｓ－ＧＷｈ／ＰＤＮ ＧＷｈのために割り当てられる。
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　ＭＭＥがＵＥのＰＤＮ連結要請を受信し、この要請に地域経路最適化サービス情報が含
まれていれば、ＭＭＥは、まず、この要請を検証し、要請が検証を通過すれば、ＨｅＮＢ
のＩＤによってＳ－ＧＷｈ／ＰＤＮ ＧＷｈの対応ＩＰアドレスを探索する。
【００２１】
　本発明の一実施例によれば、ＭＭＥは、（図９の実施例のように）ＨｅＮＢが地域経路
最適化を支援しなければ、ＵＥによって要請された地域経路最適化の活性化要請処理を拒
絶する。本発明の他の実施例において、ＭＭＥは、ＵＥが一般サービスモードで要請した
サービスのためにベアラーを設定する。
　６０５．ＭＭＥは、Ｐ－ＧＷアドレス情報によって基本ベアラー設定要請を伝送する
　以後のモード手続は、実施例１及び２と同一である。
　第１、第２、第３、第４、及び第８実施例は、地域経路最適化機能が支援される状態で
、ＰＤＮ ＧＷを探索する４つの方法を示す。この４つの方法は、互いに代替されること
ができる。　
【００２２】
　本発明の第５実施例は、網接続手続を示している。図７に示されたように、本発明と関
係ない技術の詳細な説明は、以下省略される。
　７０１．ＲＲＣ連結設定
　７０１ａ．ＵＥは、上向きリンク直接伝送を通じてＨｅＮＢにＮＡＳメッセージを伝送
する
　７０２．ＵＥメッセージが発生すれば、地域経路最適化を支援するＨｅＮＢ上のＰＤＮ
 ＧＷｈのアドレス情報がこのメッセージに伝達される。
【００２３】
　ＵＥが接続手続をまず実行し、地域経路最適化サービスを活性化するために多数のＰＤ
Ｎ連結を実行すれば、多数のＰＤＮ連結のうち上向きリンク直接伝送を用いたメッセージ
は、ＨｅＮＢ上に格納されたＰＤＮ ＧＷｈのアドレス情報と地域経路最適化支援のため
のＨｅＮＢの性能情報を含まない。
　７０５．ＮＡＳメッセージによって、もしＮＡＳメッセージが網接続要請なら、ＭＭＥ
は、提案された方法１、２または３を無視し、もしＮＡＳメッセージがＰＤＮ活性化要請
であるか、他のＮＡＳ　ｍｅｓｓａｇｅであり、ＡＰＮによって指示された地域経路最適
化サービスを含む場合には、方法１、２、３または４によってＰＤＮ ＧＷアドレスを探
索する。
【００２４】
　本発明の第６実施例は、ＰＤＮ連結設定手続を示す。図８に示されたように、本発明と
関係ない技術についての詳細な説明は、以下省略される。
　８０１－８０３段階は、第１ないし４実施例の方法によって実行される。
　８０４段階は、どのベアラーが地域経路最適化サービスを支援するかを区分することが
でき、ＰＤＮ連結設定を承認するベアラー設定要請に対する応答としてどのベアラーが地
域経路最適化サービスを支援するかを識別する識別情報を伝達する。もし地域経路最適化
サービスを支援するために多数のベアラーが設定される場合、各ベアラーは、地域経路最
適化サービス支援に対する識別情報を追加しなければならない。
　さらに、ＨｅＮＢは、多数のベアラーを区分することができ、これらのうちどのベアラ
ーが地域経路最適化サービスを支援するかを識別することができる。
【００２５】
　このような実施例は、ＨｅＮＢから他の地域へのＵＥ伝送に適用することができ、これ
は、地域経路最適化サービスを支援するベアラーの効果的解除及び地域経路最適化サービ
スを支援しないベアラーが解除防止を保証する。
　本発明の第７実施例は、ＰＤＮ連結設定手続を示している。図９に示されたように、本
発明と関係ない技術に対する詳細な説明は、以下省略される。
【００２６】
　第７実施例は、ＨｅＮＢが地域経路最適化サービスを支援することができるかによって



(10) JP 6084035 B2 2017.2.22

10

20

30

40

50

端末の地域経路最適化サービス接続を許容すべきかを決定するＭＭＥ手続を説明する。
　９０１．ＲＲＣ連結設定手続
　９０１ａ．ＵＥは、上向きリンク直接伝送を通じてＨｅＮＢにＮＡＳメッセージを伝送
する
　９０２．ＨｅＮＢは、自分が地域経路最適化サービスを支援するかに関する情報を含む
上向きリンク直接伝送メッセージをＨｅＮＢ ＧＷに伝送する。この上向きリンク直接伝
送メッセージは、現在上向きリンク伝送と新しいＳ１メッセージを通じて伝送されること
ができる。もしＵＥがまず接続手続を実行し、地域経路最適化サービスを活性化するため
にマルチ－ＰＤＮ連結手続を実行すれば、ＨｅＮＢは、この手続の間に上向きリンク直接
伝送を通じてＭＭＥにメッセージを伝送する。このメッセージは、ＨｅＮＢが地域経路最
適化を支援することができるかを指示する情報を含むことができる。
【００２７】
　９０３．ＨｅＮＢ ＧＷは、ＨｅＮＢが地域経路最適化を支援することができるかを指
示する情報を含むメッセージをＭＭＥに伝送する。このメッセージは、上向きリンク直接
伝送を通じて現存するメッセージを通じて、そして、新規のＳ１メッセージすべてを通じ
て伝送されることができる。もしＨｅＮＢ ＧＷが展開されないシナリオが存在すれば、
初期ＵＥメッセージは、、ＨｅＮＢ ＧＷを通じてＭＭＥに伝達される代わりに、直接Ｍ
ＭＥに伝送される。もし地域経路最適化サービスを活性化させるために、ＵＥが接続手続
に先立って、多重－ＰＤＮ連結手続を実行すれば、ＨｅＮＢは、この段階で、上向きリン
ク直接伝送を通じてＭＭＥにこのメッセージを伝送する。このメッセージは、ＨｅＮＢが
地域経路最適化を支援することができるか否かを指示する情報を含むことができる。
【００２８】
　９０４．このＵＥのために、Ｓ１連結が成功的に設定された後、ＭＭＥは、ＰＤＮ連結
設定を要請するＮＡＳメッセージを受信する。このＮＡＳメッセージは、地域経路最適化
サービスを活性化するための要請メッセージとしてＰＤＮ連結機能を設定するための要請
メッセージである。
　９０５．もしＨｅＮＢが地域経路最適化を支援することができない場合、
　９０２ｂ．ＭＭＥは、ＰＤＮ連結のためのＵＥ要請に応答する。この応答メッセージは
、地域経路最適化サービスに対するＵＥ接続拒絶の理由、例えば、地域経路最適化サービ
スを支援しない理由を含む。
　もしＨｅＮＢが地域経路最適化サービスを支援することができる場合、
　ＭＭＥは、第１、第２、第３及び第４実施例に説明された前記方法によってＵＥのため
のＰＤＮ ＧＷを探索する。
【００２９】
　本発明の第８実施例は、ＰＤＮ連結設定手続を説明する。図１０、図１１及び図１２に
示されたように、本発明と関係ない技術に対する詳細な説明は、以下省略される。
　また、本実施例は、地域経路最適化サポート可能ＰＤＮ ＧＷ探索を支援する方法であ
る。（方法４）
　本実施例は、２つの状況に適用されることができる：
　状況１：ＰＤＮ ＧＷとＨｅＮＢが同一のＩＰアドレスを有する。ＰＤＮ連結手続は、
図１０に示されている。
　状況２：ＰＤＮ ＧＷｈとＨｅＮＢが異なるＩＰアドレスを有する。Ｓ１及びＰＤＮ連
結手続がそれぞれ図１０及び図１２に示されている。
　１００１．ＵＥがＰＤＮ連結要請を伝送する。ＰＤＮ連結機能設定を要請するＮＡＳメ
ッセージは、地域経路最適化サービス活性化のための要請メッセージである。
【００３０】
　１００２．ＭＭＥは、ＵＥのＰＤＮ連結要請またはユーザの加入メッセージによって伝
達されたメッセージによってＵＥのために地域経路最適化を支援することができるＰＤＮ
 ＧＷのアドレスを探索する。
　もしＨｅＮＢ ＧＷが展開されている状況で、ＰＤＮ ＧＷｈとＨｅＮＢが同一のＩＰア
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ドレスを有すれば、連結されたＨｅＮＢアドレスは、ＨｅＮＢ ＧＷ上に格納される。Ｍ
ＭＥは、地域経路最適化サービスを活性化するためのＰＤＮ連結要請を受信した後、Ｈｅ
ＮＢ ＧＷにＳ１地域経路最適化メッセージを直接伝送する。ＭＭＥは、ＰＤＮ ＧＷｈア
ドレスと地域経路最適化を支援するＨｅＮＢ性能情報を要請する。
　もしＨｅＮＢ ＧＷが展開されていない状況で、ＨｅＮＢとＰＤＮ ＧＷｈが同一のＩＰ
アドレスを有すれば、ＨｅＮＢのＩＰアドレス情報は、伝送される必要がなく、これは、
これらの情報がＭＭＥ上に格納されているからである。
　１００３．ＨｅＮＢ ＧＷは、地域経路最適化応答メッセージをＭＭＥに伝送する。こ
の応答メッセージは、ＰＤＮ ＧＷｈアドレス情報とＨｅＮＢの地域経路最適化サポート
性能を含む。
【００３１】
　１００４．ＭＭＥは、獲得したＰＤＮ ＧＷｈアドレスによってデフォルトベアラー設
定要請メッセージを伝送する。
　第２の状況で、ＨｅＮＢとＰＤＮ ＧＷｈが異なるＩＰアドレスを有すれば、
　１１０１．ＨｅＮＢは、ＨｅＮＢ ＧＷにＰＤＮ ＧＷｈアドレスを含むＳ１連結設定メ
ッセージを伝送するＨｅＮＢ ＧＷは、アドレス情報とＨｅＮＢの対応関係を格納する。
　このメッセージを通じて、ＨｅＮＢが自分が地域経路最適化を支援することができるか
を指示する情報をＨｅＮＢ ＧＷに伝送することができる。ＨｅＮＢ ＧＷは、ＨｅＮＢ間
の地域経路最適化サポート性能の対応関係を格納することができる。
　ＨｅＮＢ ＧＷが展開されている状況で、ＨｅＮＢ ＧＷからＭＭＥへのＳ１設定手続の
間に、ＭＭＥにＰＤＮ ＧＷｈアドレス情報とＨｅＮＢが地域経路最適化を支援するかを
指示する情報を含むメッセージ伝送が必要ではないが、ＨｅＮＢ ＧＷ上に前記対応関係
だけが格納される。
【００３２】
　反対に、ＨｅＮＢからＭＭＥに伝送されたＳ１連結設定メッセージは、ＰＤＮ ＧＷｈ
アドレス情報または、ＨｅＮＢが地域経路最適化を支援するかを指示する情報を伝達しな
ければならない。ＭＭＥは、ＨｅＮＢとＰＤＮ ＧＷｈの対応関係及びＨｅＮＢの地域経
路最適化サポート性能を格納する。
　１２０１．ＵＥは、ＰＤＮ連結要請をＭＭＥに伝送する。ＰＤＮ連結機能設定を要請す
るＮＡＳメッセージは、地域経路最適化サービス活性化要請メッセージである。
　ＭＭＥは、ＵＥのＰＤＮ連結要請または加入メッセージによって伝達された情報によっ
て端末に対して地域経路最適化を支援することができるＰＤＮ ＧＷがアドレスを探索す
る。
　もしＭＭＥがＨｅＮＢとＰＤＮ ＧＷｈの対応関係または、ＨｅＮＢの地域経路最適化
サポート性能の対応関係を格納していなければ、
　１２０２．ＭＭＥは、ＨｅＮＢにＳ１地域経路最適化要請メッセージを伝送し、ＨｅＮ
Ｂ ＧＷからＰＤＮ ＧＷｈアドレスまたは、ＨｅＮＢ性能情報を獲得する。
　もしＭＭＥがＨｅＮＢとＰＤＮ ＧＷｈとの対応関係または、ＨｅＮＢの地域経路最適
化サポート性能とＨｅＮＢとの対応関係を格納していれば、例えば、設置されたＨｅＮＢ
 ＧＷが存在しなければ、ＭＭＥは、１２０２及び１２０３段階を行う必要がない。
【００３３】
　１２０３．ＨｅＮＢ ＧＷは、ＭＭＥに地域経路最適化応答メッセージを伝送する。こ
のメッセージは、ＰＤＮ ＧＷｈアドレス情報または、ＨｅＮＢが地域経路最適化を支援
するか否かを指示する情報を含む。または、２つのタイプの情報をすべて伝送する
　１２０４．ＭＭＥは、獲得したＰＤＮ ＧＷｈによってデフォルトベアラー設定要請を
伝送する。
　ＭＭＥは、ＨｅＮＢの性能メッセージによってＰＤＮ連結手続を継続するか否かを決定
することができる。詳細な手続は、実施例７と図９を参照して説明された。
【００３４】
　本発明が実施例とともに説明されたが、この実施例は、説明の便宜のためのものであっ
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て、本発明を限定しない。当業者に本発明の思想と範囲を逸脱しない限、実施例の一部が
変形、追加、削除されることができることが自明である。
【符号の説明】
【００３５】
　１０１・・・ユーザ端末
　１０２・・・ＥＵＴＲＡＮ
　１０３・・・移動性管理装置
　１０４・・・サービングゲートウェイ
　１０５・・・パケットデータ網ゲートウェイ
　１０６・・・ＰＣＲＦ
　１０７・・・ＵＴＲＡＮ
　１０８・・・ＳＧＳＮ
　１０９・・・ＨＳＳ

【図２】 【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１】
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